
出 東北新幹線の駅舎

プラ ッ トホ ーム，線路を含め た駅構 内を雪か ら守 るため，全体が屋

根 で覆 われ ています。 この屋根 を支え る梁 は，溶 融亜鉛 めっき して

メ ンテナンスフ リーが はか られてい ます。

㈲ オランダのチ ュー リップ公園 キ ューケ ンホ フ

広 大な温室の鋼材はすべ て溶融亜鉛め っき してあ ります。



64年 間使用 した送電鉄塔の追跡調査

調査対象

東京電力㈱猪苗代旧幹線送電鉄塔が，送電力増強にと

もなう工事のため，昭和54年 に一部撤去された。この送

電鉄塔は，溶融亜鉛めっきした鋼材を用いて大正3年 に

建設されたものであるが，64年 間にわたる歳月を経ても，

なお十分な耐久力をそなえていることがわかった。

当研究会では，東京電力㈱の御好意により，撤去され

た鉄塔の部材 を入手 して，溶融亜鉛めっき鋼材の耐久性

について調査 を行 なった。

試料の斜材 （長尺アングル） ・補助材 （短尺アングル）

は，亜鉛めっきしたまま約40年 間使用されたのち，昭和

32年 以降1～2回 の塗装が施 され，さらに約20年 間経過

したものである。

試料の外観

斜材は全面銀色塗膜で覆われているが，端部 ・稜線部

には褐色の下地塗料の露出が多い。

補助材はチ ョーキングがでており，下地塗料の露出が

多い。

調 査 結 果

残 存 皮 膜 の 組 成 ・重 量 を調 べ た結 果 ， 次 の よ うな こ と

が わ か っ た。

● 溶 融 亜 鉛 め っ き の初 期 膜 厚 は140～200μm（ 純 亜 鉛 層

80～100μm， 鉄 一亜 鉛 合 金 層60～100μm） と推 定 され る。

● 田 園地 区 で64年 間使 用 され た結 果 ， 亜鉛 層 は約90～

115μm減 少 し， 表 に 示 す よ うに， 現 在25～110μm残 存 して

て い る。 また， 塗 膜 を剥 離 し た とこ ろ一 部 表 面 が 褐 色 に

表 亜鉛層および塗膜厚調査結果

変 色 して い た が ， こ れ は鉄 一亜 鉛 合 金 層 で あ っ た。

● 昭 和32年 以 降 ， 表 面 に鉛 丹 系 プ ラ イマ ー コー トと，

ア ル ミニ ユ ム 粉 を 添加 し た銀 白 色 塗 料 に よ る ダ ブ ル コー

トが1～2回 施 さ れ た結 果 ， 以 後 の亜 鉛 腐 食 は か な り抑

制 され て い た。

● 鉛 丹 系 プ ラ イ マ ー の 溶 融 亜 鉛 め っ き され た鋼 材 に 対

す る密 着 性 は良 好 で， 塗 膜 の 剥 離 は 認 め られ な い。

優 れた耐食性

鋼材に溶融亜鉛めっき一

塗装 という2重 の防錆対策

を施 したことにより，64年

という長期の使用後でも健

在であった。塗膜下の溶融

亜鉛めっき皮膜は64年 たっ

た現在 も本質的な防錆力を

保持 しているので， さらに

長年月の使用にも耐えるこ

とがわかった。なお，撤去

されなかった送電鉄塔のな

かには，建設当初から引き

続いて使用されているもの

がある。

このように適切な塗装 を

併用すれば，防錆力がさら

に向上 し，長期使用が可能

となる。

嚢 、轟

単位 ；μm

サンプル 亜鉛層厚

塗 膜 厚

1回 塗装 2回 塗装
合計

鉛 丹 ア ル ミニ ウム 粉 計 鉛 丹 ア ル ミニ ウ ム 粉 計

長 尺1 30～60 60～70 5～25 65～90 5～10 5～10 10～20 85～100

長 尺2 25～50 50～75 10～40 60～100 15～30 0～15 15～40 80～120

短 尺3 70～110 5～30 0～20 5～50 一 一 一 5～50

短 尺4 30～35 70～100 0～20 70～120 一 一 一
70～120

■Nα1， 昭 和56年1月 号 の補足 ・訂 正

1． 日本道路 公 団近畿 自動 車道 につ い て 「橋長1．4km（ 現 在延 長 中）」 お よび 「今後 も延長 され る予 定」 と記 載 いた しま し

たが， このほ ど 「近畿 自動 車 道 ・東大 阪北IC～ 東大 阪JCの2．2km区 間片車 道間 につ い て， 鋼材 すべ て を亜鉛 め っ き し

た高架 橋 が施工 され る」 こ とが判 明 いた し ま した。

2． 上記 近畿 自動 車道 の仕様 （写真左 下 ） を次 の通 り訂正 いた します。

●（誤 ）主桁 長 さ14m（ 正 ）最 大部 材 長13．5m● （誤 ）主 桁 高 さ2m（ 正 ）主 桁高 さ1．6m

3． 表1調 査 対 象中 の四方 寄跨 道橋 の暴 露期間 ， ●（誤 ）4年7ケ 月 （正 ）14年7ケ 月

編集 ：亜鉛めっき鋼構造物研究会 委員長 坂本 望

〔構成団体〕

社団法人 鋼 材 倶 楽 部
日本鉛亜鉛需要研究会 〔事務局〕

社団法人 日本溶融亜鉛鍍金協会

〒103東 京都 中央 区 日本 橋茅 場町3－16鉄 鋼 会館

〒100東 京都千 代 田区 内幸町1－3－6新 日比 谷 ビル

〒105東 京都港 区 虎 ノ門2－6－7和 孝 第10ビ ル

⑪03－669－4811

容03－591－0812

⑪03－503－6485

鋼 構 造 物 の 溶 融 亜 鉛 め っ き に つ い て の ご 照 会 は ， 上 記 団体 に お 問 い合 わせ 下 さ い。

ま た， 「鋼 構 造 物 の 溶 融 亜 鉛 め っ きQ＆A」 ハ ン ドブ ッ ク を発行 して い ます の で， あ わ せ て ご 利 用 くだ さ い。


